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蔵訳は r'phagspa 'od dpag med kyi bkod pa .ies bya ba theg pa 
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1152-1153、Rも12世紀頃のもの;次いでT5(1698)， Ox (1739)， K1 




い関係)0 Group (Gp) 1 : T5， T4， K6→ K7， T2， B， 02; Gp I : K1， 
[T6， SJ ; GpIII: [Ox， H1， K4J [Ko， K3→ K5J Ro， T1; Gp IV : 
K10， K9， C， As， K2， H2; Gp V : L， N3， N 4， D1， D2， 01， 03， [N2， KtJ。
東方備について、 T6，Sは 6aの途中から 7cの途中までを欠く;T8 
は東方借金体の写本なし。最初の4備に大きな混乱がある。 R:1020
3.0 4 0; N1， T1 : 1 0 (T1ム)203 X 4 X; T5他 34本:1ム 2
o (Ky， T3口)304 0 (0は偶全体あり、×は偽全体なし、口は重複
あり、ムは部分的にあり)。これに関して、覚経、寿経、如来会でも党本
の番号で言えば 1，3， 2， 4の)1直に並んでおり、混乱が見られる。第2倍、
第4備の韻律が他の詩節の韻律とは異質ということもあり、最初の 4偶
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(特に第2偶、第4偶)が他とは起源を異にする可能性がある。
[1.4東方偶の韻律] 21詩節中、第 2倍、第 4偶だけが、 matraという
韻律上の時間的単位により規定される matrachandas(mch.)類の韻律、
vaitaliya (vait.)、或は aparantika(apara.)で書かれている。定義はそ
れぞれ1詩節4句で、 vait.，ac句 6matra + -U-U-; bd句 8
Mtra+?U (Paliでは opening内部に syncopation 一 → U-U 
を許す)、 apara.，abcd句:豆豆U-UUU-U-U-3)。東方備では両備とも
に a: UU-UU ~U-U一， b: 一一UUU-U-U-(*-U-UUU -U-U-)， c:-U-
UUU -U-U-， d:UUU-UUU -U-U という韻律形態を示すいはテキス
トを訂正した場合)。尚、本経前半部の讃仏倍、重誓備の韻律も mch.。
他の19詩節は、音節の数と軽重が固定した韻律の分類 (aksaracchan-
das) に属す、 tri~tubh (tri.、11音節)と jagati(jag.、12音節)で書か
れている。東方備の tri.と jag.は、音節の制限が比較的緩いものである
: tri.句:X-U-XUU -U豆、 jag.句:X-U-XUU -U-UU (x : U/一/
UUの何れも可)。特徴としては、 tri.句とjag.句の 1詩節内での混合、
第1音節、第5音節での resolution( → UU)、breakにUUUなど、
仏教混靖党語(BHS)で書かれた韻文の特徴が見られる4)。














[第1偶(Ed.A.44，1-4; Ed.F. I，971-972， II，319-320);第3偶(Ed.A.
44，9-12; Ed.F. I，975-976， II，32 1) J 
(究文テキストで下線を付した子音群は韻律上、単子音の価値)
yathaiva (α-gmp.gaya nadiya valika-a) 
buddhana国etrab)(C-purimena tattakal).-C) / 
yatod) hi te agami buddha vanditu111 





主要な異読:a) Nl gangaya nadiya valuka;他 garpganadi (-ya) valika 
(kuma) など一一 b) R oarp-c) R purimena tattakal); Ky purimeva 
tantakal);他の全写本は lbpurimenaから ldsarpbodhisatvaまでを欠落一一





tatha a) dak~iQapascimottarãsu 
(*dak号iQapascima -uttarasu 
buddhana恒etradisatasub) tattakal).C) / 
yatoめyato(e-agami buddha vanditu111-e) 






訂正した場合、 a句 opening:initial resolution (第1音節で一→ UU)
主要な異読:a) Gp 1 (T5， T4以外)， Gp V (N3以外)tatha; Nl， Tlは
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第3偽、第 4偽を全て欠く b) R disatasu:他 dasatasuなど一一 c)R 
tattakal].; Ky， T3 yavantakal].; T5他 yantakal].(-rpt-) - d) K6， K7， T2， 







わす instr.について cf.Ai.Synt ~95; CPD s.v. uttaraなど)。
[lb， 3bJ BHS tattakaは tavat(i)ka (A?tadhyayi 5，1，23)， Pali (Pa.) 
tavataka， tattaka (PED s. vJに対応 (Pischel ~ 153; Geiger ~ 27.7， 
~ 111.6; BHSG ~ 3.2) 0 1b tattakal)は 1ayathaを受けて r_程の-J
を意味する。 yatha+tattakaー の用例:e.g. Mahavastu 1，242，2-3， 3-4; 
SaddharmapUJ)clarika (SP， ed. Kern-l、~anjio) 330，11(verse 16，7ab)。




荘厳経「西南及北方 四維上下恒河界(聾聞菩薩敷亦然)J、蔵訳 debZin 
lho nub dan byanphyogs sans rgyas zin rnams ji sned nas rこのよう
に、西南と北方との如何に多くの諸仏土から」。対応する散文部分は
dasasu dik?v r十方においてJ (Ed.A. 43，14-22)。覚経、知来会、蔵訳か
らは「方角」を示す語が、寿経と荘厳経は四方に加え「四維、上下」にも
言及しており「十方」を示す語が、それぞれの党本に予想される。
写本 Rdisatasuは BHSdisataの loc.pl.の mi.的な語形と考えら
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れる。 BHSdisata (Pa. disata)は Ved.には見られない。 Pa.，BHSで
は「方角」を意味し、殆どの場合、韻文で用いられる6)。
多くの写本が示す dasatasu(dasata， loc.)について、 Sukhで幾つか
の写本が dasadisata(s) r十方から」に対して dasataを示す例があるが
(讃仏偶 9a;藤田本 162:K6， K7， T2)、明らかに本来の読みで、はないし、
筆者は他に dasataの用例を見出せなかった。 dasatasu、並びに写本上そ
れに後続する yavantakal;などは誤伝承、或いは改作かと考えられる。
[ld， 3d] 東方偶に現れる Sukhavatiの仏の Epithet 1d， 3d， lla， 
17a amitayu (acc.sg.、寿命が量られたことがない者)、 2d，4d amita-
ayu (acc.sg.、同)、 5b，20c amitaprabhasya (光耀が量られたことがな
い者)。これらの内 1d，3d amitayuの蔵訳 'oddpag med (無量の光明を
持つ者)は党本と対応しない。党本と漢訳との間では組離がより大きい。




固有名調として頻出するが、 amitayusは特定の箇所 (EdA冒頭 1，4;仏
Amitabhaの寿命無量の説明 29，22，25;東方偏直後 47，10，48，18;東方偏
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では「無量(年・世隼・畳・清j字)、無際光、無量光日月」、寿経では「無量
光、無量書、無量(費、掌)Jなどとなっており、覚経以降、仏名に揺れ
が見られる。既に存在した Epithet amitabha のインド西北方言形
*amidaa/*amidaが「阿弥陀」の原語で、これが amita+ suffix ya/ka 








bd: 8 matra + -U-U--)のac句としても、 openingが 7matraとなり
不適当。 tri.句としても不適当。 Ed.F. に従い * dakfiil)apascima 
uttarasuと訂正すれば、 tri.句と解し得る。 dak号il)aρ はadv.dak号il)aに
基づくとも、複合語第1構成要素の語末で、韻律の要請で a> aとも考
えられる (Ai.GrI -1， ~ 56; Geiger ~ 32.1， ~ 33.1)。複合語内の hiatusは
韻律に応じて許される (cf.2d， 4d amita-ayu)。しかし写本の支持なし。
[第2偶<Ed.A.44，5-8; Ed.F. I，973-974， II，320);第4偶(Ed.A.44，13-
16; Ed.F. I，977-978， II，321-322) ] 
bahupu号paputarp.a)grhItuvab) 





okirantie) naranayakottamarp. -u-uuu -u-u-
amita-ayuj) naradevapiijitarp. //2// UUU-UUU -U-U-
主要な異読:a) Nl Oputad; Ky 他。puti;Gp 1 (T4， T2以外)Oputa-b) 
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Nl Otva tena; Ky f也grhitvate - c) Nl oa; T5 oaql; Ro他。aql-d) Nl， 
Ky 他 surabhi;T4 pralabhaql; K6 prabhi; K7， T2， B， 02 parabhi -.-e) R， 
Nl okiranti; T5他 UOT3 uf; Ky utkiqlranti-一 f)Ky， T3， Gp I amitayu; 












amita-ayuh) naradevapujitarpi) //4// UUU-UUU -U-U一
主要な異読:a) T4 Oputan jalayal].; Ky他。puti一一b)T5他 grhltva;S， 
K4， K5grhitva; Ky grgr，:hitva; 03 grhitva; T4 grahitvarp.-c) R oa - d) 
T4 obhir; 02他。bhi- e) R， K7 Oa - f) Ky sakiranti; T5， K6， K7， T2， 
02 ukiranti; T4 ukirayanti --g) N2， Kt naranti narao; T3 oma; Ky Onaye-




[2a， 4aJ蔵訳 2ame tog …snim r両手一杯の花」、 4aspos…snim 
「両手一杯の香料」、覚経「衣誠諸華」、寿経 τ天妙華」、如来会「衆妙花名
香」、荘厳「香花」。他に東方偏 6apu手paputebhi，7a pu宇papu戸。
Ved_ puta m_， puti I-は「敏、割れ目、袋、入れ物」など(PWS_V_，-
EWA-2 s_vJ、Pa_ puta nt は「入れ物、袋、鞄、窪み」などを表す
(PED s. v.) 0 BHSDはpU$paputaを「花の鞘、等」とする。
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今の場合、 pu~pa: (花)、， gandha (香料)は明らかに puja(供養)のた
めの供物であるので8)、putaは r(供物を盛る)入れ物」であろう 9)。ま
た、 pu卵aputar花々[が盛られた]入れ物」は「入れ物[一杯に盛られ






irhituvaの母音 u(vait.の caderice: ~u-u-の第 4 音節)は一tvã と
いう suffixが svarabhaktiを起こしたもの(cf.Pischel 9584)。
[2b， 4bJ a句は vait.、 C 句は apara.、d句は vait.とも apara.とも
解せる。 b句は openingが 9matraと、 vait.或はapara.としては異例
の形態。複合語の第一構成要素の語末の長母音が短になる現象は一般的な
ので (Geiger，9 3.2; 'cf. ALGr 1 -1， p.134;BHSG 9 3.27ff.)、rianaO を
本nana。と訂正すれば、 openingはぺJ-UUUとなり、 d句同様に b句も




[2d， 4d] amita-ayu:複合語中の hiatusは BHSでは韻律に応じて許
される (BHSG94.51，4.54; cf. Geiger 9 67)。
[第5偶(Ed;A.44，17-20; Ed.F. 1，979-:980， Il，322) ] 
pujitvaa) cab) teC) bahubodhisatvad) 
γanditvae) padam amitaprabhasya.f) / 





aho (') dbhutarphl 50 bha tii) buddha~etrarp / / 5 / / u -uべJU-U 
主要な異読:a) Ky， T3 Ota; T6， 5， Gp II， IV Otva - b) R can; Nl ca;他
va - c) Nl ne; T4 tena - d) R， Nl， T4 oan; Ko， K3， K5bodhisatva 
e) Ox他。ta- f) Nl Osya tasya -. g) Ky， T3 prao; R vandanti; Gp 
V vandati - h) Ox 他 bhuta(1]); Gp IVなど (d)bhutarp.-i) R， Nl 





[5ab]韻律上の要請により tri.の openingの第3音節で 5abOtva > 
。tva、第4音節で 5aca > caとなっている。
[5b] padam : acc.pl.m. (BHSG S 8.90) 0 r両足J (du.)のために pl.形
が代用されている (PischelS 360; Geiger S 7; BHSG9 5.6)。
「両足に表敬する」とは、 Pa.で padesirasa vandatiと言われるよう
に、頭を両足に付けて礼することで、尊敬の度合の高い礼法である13)。
[5c] pradak~ip.a r右回り(右遠)J とは神聖なる崇拝対象に対する礼
法の一つで、崇拝対象に対して右脇を向け右に回ること。 Veda時代に行
われでいた慣習を仏教でも受け継いだもので、三度回るのが一般的14)。
[5d] v'5ubhは activeで「飾りたてる」を意味し、 middleでは r(飾
られて)美しい、きらめいている、きらび、やかである」を意味する (PW
s.v.)。ここでは active形 sobhatiは文脈上 middleの意味。 active形
50bhatiの語末の音節は tri.の breakの第3音節で、韻律上、短音節が
必要で、あるため、 middle形 sobhateのために代用された(BHSG926.3)。
[第6偶(Ed.A.44，21-24; Ed.F. I，981-982， II，323) ] 
te pu手paputebhia)(トman(') okiranti-b) 一-U一一UU-U-U 
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udagracitta atulayaC) QIitiyed) / u-u--UU -U-U-
vacaqJ.e) prabha宇antipurastaj) nayake8) --U --uu -U-U-
， asyapih)短etrarpi)siyaJ)evaruparp //6// --u--uu-u一
主要な異読:a) Ky， T3他。putebhi;R 他。pu~ohi; Gp I1， IV opu~obhi など;
T4， 02 opii~ohi; Gp V opii~ebhi など; Nl putohi - b) R， Nl manokiranti; 
Ky， K5， T3 punao; T5他 punoロ;K7他 puro。一一c)Ky， T3 atulaya; T4， Gp 
II (，) tulaya; Nl， atulyaya; Gp V atula - d) R， Nl他 pritaye;Ky， T3他
pritiye -'，-e) R vacarp，; Nl bahu; Ky，' T3他 kama(rp，)一一 f)R， Nl， punas 
tu; S， T3 punas ta; Ky他 purasta - g) T6， Sは nayakeの naから 7c
svalarp，krte).rp，の krtarp，までを欠く一一 h)R， Nl他 asyapi;Ky asyabhi; T3 











供J，蔵訳 dedag gis凶 metog snim gtor nas r彼らは両手一杯の花々
を撒いてからJ，他訳には対応なし。
manokirantiの前半部分 man(')或は manoは、「再び、他方」などを
意味する Pa.pana (Ved. ptmas; Pa.， Prakrtの語形について cf.Pis-
chel 9 342; Geiger 9 34)に対応すると考えられる。
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Asoka王碑文に mana/minaという語が現れ(十四章摩崖法勅
Erragucli17) VI (F) va mina; (J) cha mina; IX (H) va mi[na];(L) 
i[yarp.] mina; (N) [harp.]che mina; xn (H) se cha mana; XIII (Q) se 
mana)、puna/pana (: punal).)との対応が確認出来る18)。
ma1).a， ma1).oという語形は GandhariDharmapada(GDhp)にも現わ
れる:GDhp 65b va ma1).O Dhammapada (Dhp) 271b va puna 
Udanavarga 32，31 va punaq; GDhp 272be atva1).o ma1).a Dhp 252be 
attano pana = Patna Dharmapada 166be attano puna 19)。
今の場合、以前に既に花々を撒いており、 punasr再び」撒くという読
みは文脈上妥当。 2c，4cに okirantiが現れている点、 Pa.に pan'十母
音の例が多数見られる点から、筆者は *manaの語末の短母音が sandhi
で脱落した man(') okirantiが本来の読みかと推測する。
荻原註20)、Ed.A、Ed.F.は samokirantiと訂正する。 sam-ava-';ki' 
の用例は Pa.に若干例を見出しうる(Petavatthu20，16， 20，18; Jataka i 





okirantiについては 2c，4c参照。 ava-，; ki' + instr.の場合、 instr.
形は撒かれる物、ここでは供物を示す(PWs. v. kar3十肝心。
[6c]覚経「於偽前住自説J ，蔵訳，dren pa de yi spyan snar rかの導
き手の御前で、Jopurasta < *purasta (Prakrit: purattha) < purastat。
nayake (Ioc.)は間接目的語を表すのであろう (Sa.-SyntS 145)。これ
が acc.sg.である、或は purastatが loc.を支配する可能性は低い。
[6d] 19bにも菩薩が mamapik~etrarp. siya evaruparp. (: evarp.o) r私
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pp.455-498 (esp. pp.486-487)。
19) Cf. J. Brough， The Gandhari dhan削仰da，London， 1962， S 36， S 690 
20) ~党蔵和英合壁浄土三部経」、『浄土宗全書』第23巻、山喜房偽書林、
1991、p.176、註1720
21) Sukhでは菩薩 Dharmakaraが仏 Lokesvararajaに諸仏土の様相を
説明してもらい、それを自らの仏土に取り入れる(Ed.A.8，20ff.)。
*紙数の都合により、略号や省略による引用文献の名称は CPD(A Criti-
cal Pali Dictionary， begun by V. Trenkner， revised， continued and 
edited by D. Andersen and H. Smith， Copenhagen， 1924-)にf追う。
*本稿は平成13年度文部省科学研究費補助金による研究成果の一部。
(日本学術振興会特別研究員)
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A Study of the Toubouge Cll(:1i~) in the Sukhiivativyuha (11/':)'( 
~:i,:J.J~) 
-' An annotated Japanese Translation (1) -. -
Makoto FUKUI 
.. The Sukhiivativyuha (1I/':),(~:i,:jlM~), which was composecl in 
the early stage of Indian Mahiiyana Buddhism, is the most important 
text in Pure Land Buddhism. In recent years, a collectio~of the 
sanskrit manuscripts of the text, was published. This enabled us to 
study the text critically. 
The Toubouge O!(:1i~) is a hymn which is located in the sec-
ond half of the Sukhiivativyuha and consists of twenty-one verses. It 
contains the story of the miracle performed by Buddha Amitaprabha/ 
Amitiiyu, which indicates that 'all creatures (sattva) will become bud-
dhas. Considering the significance of the contents, I think this hymn 
played a very important role in the process in which idea found in 
the text developed. I propose a Japanese translation of the hymn. 
This paper treats the first to sixth verses. 
Keywords: Sukhiivatlvyliha 4Wdit~*-l J!(1i~ tUlt~ 
